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学校経営

ビジョン

笑顔と思いやり、意欲あふれる永久津っ子の育成

～ 学校・家庭・地域が一体となって１４７年の絆をつなぐ ～

項目
本年度の重点目標と

目標達成のための手段
結果の考察・分析および改善策

自己

評価

関係者

評価
学校関係者評価のコメント

知
育

【目標】学力向上
(子どもの将来を見据え
て今の学びを考える)

◎ 児童主体の「楽し
く」「分かる」「できる」
授業をめざし、これか
らの社会の変容を意
識し、児童の将来を見
据え責任をもった学
習指導を展開するこ
とによって、学力のさ
らなる向上を図る。

【手段・具体的な取組】
１ 主体的・対話的で深
い学びの創造と確実
な振り返り

２ 職員相互の認め合
いと学び合い

３ 立腰指導の徹底と
基本的学習習慣の定
着

４ 家庭学習習慣の定
着と放課後子ども教
室との連携強化

１について

〇 どの教科においても、読解力の向上を意識した指導を行い、個

に応じた分かりやすい授業の実践に努めた。今後もさらに個に応

じた授業の充実を図り、分かる授業の改善に努めていきたい。

〇 今年度は実施できなかったが、昨年度実施のプリントを復習な

どで活用した。今後もさらに定着を図るためのきめ細かな指導を

行っていきたい。

３ ３

○ 正しい鉛筆の持ち方の指導をお願いします。

○ 文字を書く時の姿勢や左手の位置など心がけてほしい。

○ タブレットの有効活用をお願いします。

２について

〇 全員が公開授業を実施し、授業改善・授業力向上を図ってきた。

（国語）

〇 ＣＲＴテストについては、1月実施のため、実施後に分析を行い、

指導に役立てていきたい。

３について

〇 立腰については、指導を行ったが、目標値を達成することはで

きなかった。再度職員での共通理解を図り、授業での積極的な言

葉かけを行い、児童の意識化を図っていきたい。

〇 鉛筆の持ち方については目標に達することができなかったが、

今後も継続し、80％以上を目指したい。

４について

〇 おおむね目標を達成でき、全体的によく取り組めている。今後

は個別の指導を充実し、児童の自己評価 100％を目指していきた

い。今後はさらに保護者への習慣化の啓発を図っていきたい。

◯ 今後も放課後子ども教室との連携を図っていきたい。



徳
育

【目標】豊かな心の教育
推進
（生徒指導 3機能生かし
た認める指導と体験活
動の充実）

◎ 道徳や特別活動、こ
すもす科との関連を
踏まえた体験活動の
推進による、豊かな感
性と思いやりの心の
醸成。

【手段・具体的な取組】
１ 自己を見つめ、多面
的・多角的な見方を育
む道徳科の推進

２ 基本的生活習慣の
意義を考えさせる指
導と定着の推進

３ 日本一の読書県宮
崎の推進

４ 集会・バースディ給
食による命の教育と
心のふれあい推進

１について

○ 本年度は、行事や学習活動が実施できずにボランティアの活

用が計画通りにはできなかった。活動内容の見直しや活用方法を

検討していきたい。

３ ３

○ 小中ともに｢あいさつがいい｣という感じではないように思

います。

○ 校庭に入って行ったとき、対面したときでも自分から進んで

あいさつを交わす児童が少ない。

○ 集団登校時、友人同士のあいさつなど、声かけが少ない。

○ ボランティア活動もコロナ感染症のため計画通りできなか

った。

○ こういうときこそ本を読みたいですね。

○ 校長先生からの直筆のバースデーカードは、子どもたちの心

に生涯にわたり刻み込まれ素晴らしい取組である。

２について

〇 学校職員への挨拶はよくしているので、児童の意識としてよく

できているという評価になっている。

しかし、保護者や職員の評価との意識のずれがあることから、地

域の方や来客、保護者への積極的な挨拶が十分できているとは言

えない。誰にでも進んで挨拶できるよう継続した指導が必要であ

る。

〇 縦割りでの清掃活動や、定期的な清掃班編成と担当による指導

により、児童相互の豊かな人間関係つくりにつながっている。

３について

〇 月２回の朝の時間に、地域ボランティアの方々による読み聞か

せを本年度も実施している。児童も楽しみにしている。

〇 学校図書協力支援員が、図書の貸し出しや図書館設営を行って

いる。新刊図書を工夫して紹介するなど、児童の読書意欲を高め

る工夫を行ってきた。

〇 12月現在、図書の総貸出冊数は６８６４冊で一人平均１０４冊
である。さらに貸出冊数が伸びるよう、読書意欲を高めていきた

い。

４について

○ 本年度は、校長室での会食は実施できなかったが、バースデー

カードによる心のふれあいができた。



体
育

【目標】健やかな心体の

育成

（生きる力の元となる

健康・体力を意識して）

◎ 体力向上プランを

意識した授業・体育的

行事・日常の体育的活

動を通して、基礎体力

の向上と健康的な生

活習慣の定着を図る。

【手段・具体的な取組】

１ 体力・運動能力の向

上

２ 危険予知・回避能力

の育成と地域・保護者

との連携

３ 保健指導の充実

４ 家庭・地域との連携

１について

○ 本年度は、体力テストの実施ができなかった。また、運動内容

の精選により、全体を通して全領域の運動が思うように実施でき

なかった。

○ 体力テスト実施により、課題を把握し、課題に対する取り組み

を推進していく。

○ 体育の授業を中心に体力向上の取組を図るだけでなく、家庭で

の取組について定期的な取り組みを促す必要がある。

３ ３

○ 運動会、体力テスト、持久走大会など思うような形で実施で

きなかったが、スポーツ少年団において県大会などよい経験に

なった。

○ むし歯の治療は、家庭への啓発も必要ですが、保護者の毎日

の観察と早期治療が必要だと思います。

○ むし歯治療率はなかなか改善できていない。長期休業中にコ

ミュニティバス利用の通院もあり。

○ 就学前の歯磨きの推進を図りたい。

○ コロナウィルス感染症対策のプラス効果でインフルエンザ

の流行もなく、元気に活動できた。

２について

〇 定期的に想定外まで考えさせながらの避難訓練を実施してい

る。児童は真剣に取り組み危険予知を行いながら自分の命を守る

ための行動について考えることができた。実践意欲にもつながっ

ている。

○ 毎月 1回、安全点検を実施し、修繕等も計画的にできた。

３について

○ むし歯治療率は昨年痔に比べると治療率は少し上がった。しか

し、保護者への虫歯治療の啓発があまりできなかった。今後も個

別の指導を行いながら更に治療率を高めていきたい。

４について

○ 本年度は、コロナウイルス感染症対策により、欠席がすくなか

った。手洗い・うがいの徹底が図られた。今後も養護教諭と学級

担任が連携を図り、換気や手洗い・うがいを呼びかけるようにし

ていく。



食
育

【目標】望ましい食習慣

の育成

（食は生きる源）

◎ 様々な経験を通じ

て「食」に関する知識

と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生

活を実現することが

できる基礎を育てる。

【手段・具体的な取組】

１ 伝統的な食文化や

食習慣を振り返る授

業の展開

２ 食育指導の充実

３ ＨＰによる情報提

供（今日の給食コーナ

ー）

１について

○ 本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により臨時休業

となったことや日程調整がうまくいかなかったこともあり、５年

生の稲刈り及び６年生のそばプロジェクトは実施できなかった。

○ 低学年では、生活科において野菜作りを実施し、学校での調理

を行った。また、持ち帰った食材で調理を行った家庭もあった。

３ ３

○ ｢いきいきウォーキング大会｣への参加もありました。

○ 給食を残さず食べ、郷土料理の紹介など実施できてよかっ

た。

○ チャレンジクッキングは、学年を決め、全員参加できると良

いのではないか。

２について

○ 好き嫌いなく食べる児童が多く残食がほとんどなかった。日常

の給食指導では学級担任を中心に食に関する指導の充実を図って

きた。

○ 本年度は新型コロナウイルス感染症等により栄養教諭と連携し

ての食育授業が実施できなかった。

○ 給食時の放送で郷土料理の紹介をすることで地域の料理や地元

の食材など関心を高めることが出来た。年間２回の「食育の日」

や長期休業中の「チャレンジクッキング」を実施し、各家庭で積

極的に取り組んでいただいた。

３について

○ 食育に関する取り組みの様子をホームページに紹介するなど情

報公開に努めた。

そ

の

他

○ 今年は、子どもたちをあまり見ていないので、評価とコメン

トが難しいです。

○ 各教科の評価は、実施状況を見ていないので、学校評価と同

等ではないかと思います。

○ 絆協働体が立ち上がり、地域と学校が供に手を取り合い、活

気ある永久津のために、そしていつかは、子どもたちが帰って

きたいふる里づくりのために頑張っている中、ウォーキング大

会などに参加して頂き感謝しています。

本年度は、年度当初より新型コロナ感染症対策等により、当初計画されていた行事や活動が延期、もしくは中止、規模を縮小しての実施となった。その

中で、できることを検討し、活動の見直しができた。次年度は、withコロナの考えのもと、保護者や地域の協力を得ながら児童の健全育成に繋がる活動を
展開していきたい。

次年度の方向

性についての

校長所見


